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１. 組織の概要 

 

①名 称    金山金属工業 株式会社 

②住 所    愛知県丹羽郡大口町萩島 1-114-1 

③代表者    代表取締役社長 菅原 正史 

④環境管理責任者及び担当者 

 ・環境管理責任者 菅原 正史        

・担当者     井口 馨  (℡ 0587-95-2515  FAX 0587-95-5313) 

 

⑤設 立    １９６６年 

⑥資本金    １２００万円 

⑦従業員数   ３0 名 

⑧延べ面積   2,250m2 

⑨製品出荷額  380,000(千円) 

⑩認証登録 対象事業所・本社  

   

２.対象範囲 

 

(1)対象範囲(認証・登録範囲)    金属プレス加工 

 

(2)レポート対象期間及び発行日 

・２０２０年 8 月１日～２０２１年 7 月３１日   

 

・発行日 ２０２１年 1２月３日 

 

 

 

 

 



３．環境経営方針 

 

環境経営方針 

 

１．金山金属工業(株)は、当社の事業活動である金属部品のプレス加工・溶接板

金加工・機械加工に関連する全ての事業活動において、環境に与える影響を

継続的に改善し、地域及び地球環境の保全に積極的に貢献します。 

 

２．当社の全ての事業活動における環境に与える影響を的確にとらえ、「環境経

営目標」を設定し、地球温暖化防止に努めます。 

 

３．当社に関連する環境法規制等を遵守するとともに.行政・顧客・地域等の要

請に協力します。 

 

４．環境経営方針は当社に関連する全ての要員に周知するとともに、環境教育

を行い社員の環境に関する意識の向上を図ります。また、全員で本システム

の継続的な改善に努めます。 

 

具体的な行動指針 

 

①電気、ガソリン、軽油等化石燃料の削減に努めます。 

②廃棄物及び化学物質の確実な管理と削減に努めます。 

③取引先納品製品の不良件数の削減を目指します。 

④節水を徹底し、排水量の削減に努めます。 

⑤環境配慮製品の提供、購入、整備に努めます。 

 

 

2018 年 8 月 1 日     

金山金属工業 株式会社  

      代表取締役社長 菅原 正史 



４．環境経営目標 

４－１ ３ケ年の環境経営目標 

基準年を２０１9 年としました。 

 

項  目 単位 
基準年数値 

3 ヶ年の目標 
３ケ年の環境経営目標 

2019 年度実績 2020 年度 2021 年度 2022 年 

二酸化炭素総排出量の削減 CO2 kg/千円 0.419 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

電気使用量の削減 kwh/千円 0.691 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

ガソリン使用量の削減 ℓ/千円 0.0123 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

軽油使用料の削減 ℓ/千円 0.0151 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

灯油使用料の削減 ℓ/千円 0.010 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

廃プラの削減 kg 3192 3 ヶ年で 6％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

一般廃棄物の削減 kg 644 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

水使用量の削減 m3 554 3 ヶ年で 3％削減 1％削減 2％削減 3％削減 

製品不良件数の削減 件 99 3 ヶ年 6％削減 2％削減 4％削減 6％削減 



４－２ 環境経営目標の達成度 

2020 年度の環境経営目標の達成度(2020 年 8 月～2021 年 7 月の期間)を下表に示します。 

なお、二酸化炭素排出量、電力、ガソリン等は売上原単位で、一般廃棄物、水使用、製品不良は数値目標としています。 

項 目/年 度 
2019 年度 

基準年 

基準年に対する 

3 ヶ年の目標値 

2020 年度 

目標値 

2020 年度 

実績値 
今年度 ： 2020年度の達成状況 

対象期間 2019.8～2020.7 2020－2022 2020.8～2021.7 2020.8～2021.7 － 

売 上 千円 404,354 － － 428,957 － 

二酸化炭素 

排出量 
kg-CO2 180,744 

3 ヶ年で 3％削減 

178,937 177,392 
2020 年度目標より、総排出量で 0.9％の削

減、原単位で 6.8%の減で目標達成 
CO2排出原単位 Kg-CO2/千円 0.447 0.443 0.413 

電力使用量 
kwh 309,180 

3 ヶ年で 3％削減 

306,088 262,720 
今年度は目標より原単位で 19.2%削減し目

標達成 
kg-CO2 145,933 144,474 124,004 

電力原単位 kwh/千円 0.765 0.757 0.612 

ガソリン使用量 
ℓ 4,679 

3 ヶ年で 3％削減 

4,632 5,526 

目標原単位で、112%増加し、目標未達成 
kg-CO2 10,863 10,754 12,829 

ガソリン原単位 ℓ/千円 0.0116 0.0115 0.0129 

平成 29年度電力排出係数(中部電力調整後)0.472として算出 

  



 

項目/年 度 
2019 年度 

基準年 

基準年に対する 

3 ヶ年の目標値 

2020 年度 

目標値 

2020 年度 

実績値 
今年度 ： 2020年度の達成状況 

軽油使用量 
ℓ 5,720 

 

3 ヶ年で 3％削減 

5662.8 6,409 

目標より原単位で 6.4％増加し目標未達成 
kg-CO2 14,793 14645 16,575 

軽油原単位 ℓ/千円 0.0141 0.0140 0.0149 

灯油使用量 
ℓ 3,674 

3 ヶ年で 3％削減 

3,637 3,336 

目標より原単位で 13.3％削減し目標達成 
kg-CO2 9,155 9,064 8,313 

灯油原単位 ℓ/千円 0.0091 0.0090 0.0078 

廃プラ排出量 kg 3192 

3 ヶ年で 3％削減 

3160 810 

目標値より原単位で％増加し目標達成 

廃プラ原単位 kg/千円 0.008 0.008 0.002 

一般廃棄物排出量 kg 644 3 ヶ年で 3％削減 638 634 目標値より 0.6％削減し目標達成 

水使用量 m3 554 3 ヶ年で 3％削減 548 598 目標値より 9.1％増加し目標未達成 

製品不良件数 

の削減 
件 99 3 ヶ年で 6％削減 97 96 目標値より 1％削減し目標達成 

 

  



５.環境経営計画 

５－１ ＥＡ２１運用の組織体制 

 

金山金属工業(株) EA21 組織体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営者 

菅原 正史 

環境管理責任者 

菅原 正史 

 

EA21推進チーム 

各部門長＋事務局 

事務部門 

環境事務局 

井口 馨 

工場製造部門 

工場長  今野勇二

二 

第一プレスライン 

船越 輝美 

第二プレスライン 

高橋江久雄 

タレットプレス/溶接 

堀尾 明弘 

ノッチングプレス 

萱沼 正夫 



５－２ ＥＡ２１運用の役割分担、責任・権限 

当社の各役職者及び全ての要員(社員、パ－ト者等も含む)、ＥＡ２１を有効に運用

するための、役割分担を示す。 

No 役職/職名 ＥＡ２１職名 ＥＡ２１運用のための役割・分担 

1 社 長 

EA21 システ

ム 

経営者 

①環境経営方針の策定 

②年度経営方針の策定 

③環境経営マニュアルの承認 

④EA21 推進チ－ム会議(管理職会議)の議長を務める 

④不適合、クレ－ム是正処置の承認 

2 
社 長 

(事務局) 

管理責任者 

(事務局員) 

管理責任者の補佐 

①環境経営マニュアルの作成 

②EA21 推進チ－ム会議の開催 

③各種手順書の承認 

④年度教育訓練計画の有効性評価 

4 

EA21 推進 

チ－ム 

・ 

部門リーダー 

EA21 

推進委員 

①当社のリ－ダ会議(EA21 推進会議)で、年度末(7 月)に開催す

るこの会議を経営者による「環境経営見直し会議」とする。 

社長、管理責任者、事務局、各部門長により構成される会議

体 

②年度目標の決定、達成計画の策定、目標の進捗管理、評価 

③年度教育訓練計画の策定、進捗管理 

④法規制等の順守状況の承認 

③業務の不適合、クレ－ム等是正処置の検討、進捗管理 

5 工場長 

①作業手順書及びその他製造部門の文書の承認 

②部門年度目標の策定、達成計画の策定、目標の進捗管理、EA21

推進会議への進捗報告 

③教育訓練計画及び実施状況の承認、推進会議への報告 

④業務の不適合、クレ－ム是正処置報告書の確認 

6 部門長 

①作業手順書の策定、改訂、保管 

②定期・臨時の文書の見直し(レビュ－) 

③部門管理記録のチェック、保管管理 

④年度目標達成計画の進捗管理、部門長への報告 

⑤部門法規制等の最新版管理、順守状況のチェック、報告 

⑥業務の不適合、クレ－ムに対する是正処置報告書の作成 

7 
工場担当者 

事務担当者 

①年度目標達成計画の実行 

②各種業務記録の作成 

③業務の不適合、クレ－ム報告書の作成 

 

  



５－３ 環境経営計画及び取組結果との評価、次年度の取組内容 

  ※1 数値目標: 〇:達成 ×未達成 

  ※2 活動評価: 〇:よくできた △:さらに取組が必要 ×;全くできなかった 

取組計画 
達成

状況 

取組結果とその評価 

次年度の取組内容 

1.電力使用量による二酸化炭素量の削減 

数値目標 〇 目標は達成した 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・空調温度の適正化 〇 適正管理 

・不要照明の消灯 〇 適正管理 

・ムダの少ない製造計画 〇  

・効率的な機器への転換 〇 省エネ機器への更新 

・LED 機器への転換 △ 工場照明への計画的な導入 

 

2-1.自動車燃料による二酸化炭素量の削減 

数値目標 ✕ ガソリン、軽油目標未達成 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・車両入替時エコカーへの切り替え 〇 更新時、低燃費車への切り替え 

削減の効果あり。 ・エコドライブの実施 〇 

 

2-2.灯油燃料による二酸化炭素量の削減 

数値目標 〇 目標は達成した 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・配管の保温修理 〇 修理、点検の上、管理を徹底した結果効

果あり。 ・温水温度の適正化 〇 

 

３-1.一般廃棄物排出量の削減 

数値目標 〇 数値目標達成 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・分別の徹底 〇 全体への周知を徹底した 

・梱包材の再利用 〇 見直し作業により、達成した。 

 

３-2.廃プラの削減 

数値目標 〇 数値目標達成 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・廃棄量の削減 〇 全体への周知を徹底した 

・素材別ボックスの設置 〇  

・3S 活動の推進 〇 部門間で推進した。 



４.水道使用量の削減 

数値目標 ✕ 目標数値未達成 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・節水弁の取付 〇 設置完了 

・節水の啓蒙活動とポスターの掲示 〇 
夏季高温が続き目標未達も、今後も継

続して節水意識の高揚を図る 

 

５.製品不良件数の削減 

数値目標 〇 周知徹底により目標達成 

具体的な取り組み 評価 取り組み状況 

・不良品の削減 〇 今後、不良数、不良率の管理を導入して

いく ・原材料の適正な使用 〇 

 

5-4 2022 年までの中期計画の見直しについて 

5-4-1 ３ケ年の中期目標(環境経営目標) 

当社は、昨年度 3 ヶ年の中間見直しを行ったため、2020 年度においても 2019 年度

を基準年度とした目標の変更はありません。 

 

項  目 単位 
基準年数値 

3 ヶ年の目標 
2019 年度実績 

二酸化炭素総排出量の削減 CO2 kg/千円 0.419 3 ヶ年で 3％削減 

電気使用量の削減 kwh/千円 0.691 3 ヶ年で 3％削減 

ガソリン使用量の削減 ℓ/千円 0.0123 3 ヶ年で 3％削減 

軽油使用料の削減 ℓ/千円 0.0151 3 ヶ年で 3％削減 

灯油使用料の削減 ℓ/千円 0.010 3 ヶ年で 3％削減 

廃プラの削減 kg 3192 3 ヶ年で 6％削減 

一般廃棄物の削減 kg 644 3 ヶ年で 3％削減 

水使用量の削減 m3 554 3 ヶ年で 3％削減 

製品不良件数の削減 件 99 3 ヶ年 6％削減 



６．環境関連法規等の遵守状況の確認、評価結果、違反、訴訟の有無 

適用される法規制 適用される事項 遵守状況 

廃棄物処理法 

産廃処理業者との契約による適正管理 

マニフェストを交付及び 5 年間の保管 

保管場所の表示等 

〇 

騒音・振動規制法 
対象設備の届出(設置、変更、廃止) 

法規制の順守 
〇 

フロン排出抑制法 自主点検の実施 〇 

浄化槽法 
法第 11条法定検査及び浄化槽管理業者による

維持管理の実施 
〇 

フロン排出抑制法 室外機の定期自主点検 〇 

顧客要求事項等 

化学物質の管理 

地球温暖化防止活動の推進 

EA21 の運用・管理 

〇 

尚、違反訴訟等は、過去３年間(あるいはこれまで)ありません。 

 

７.代表者による全体の評価と見直し 

①2020 年度のＥＡ２１取り組み状況は、環境経営目標の達成の項目が多く達成し、

二酸化炭素総排出量の目標を達成しました。一部、水道使用量の削減ができませ

んでした。 

②製品不良件数の削減は、エネルギ－使用量、廃棄物発生量に大きく影響するので 

 製品の品質向上に努めていますが、EA21 の運用により明確な数値目標を設定す

ることで、何を優先的に改善すべきか見えてきています。 

③働き方改革を実現するための、業務の標準化、効率化について全員で考え、次年

度目標として取り組んで行きます。 

 

 


